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１．緒言 

近年，発電効率や価格などの理由から結晶シリ

コン系の太陽光発電(以下，PV)素子が多く普及し

ている．しかし，PV モジュールから AM ラジオ帯

(526.5 kHz～1606.5 kHz)などに干渉するノイズが

放射される場合があるとして，問題が報告されて

いる[1]．PV モジュールから生じるノイズは，PV

モジュールと接続されるパワーコンディショナ内

の MPPT(Maximum Power Point Tracker)による，ス

イッチングノイズが起因している．具体的には，複

数の PV セルを接続している導線(以下，バスバー)

に MPPT のスイッチングノイズが伝導し，バスバ

ーがアンテナの役割を果たすことによって，空間

中にノイズが放射されている．また，PV モジュー

ルの面積に比例して放射ノイズも増大することが

確認されている[2]ため，メガソーラー発電所など

の大きな PV モジュールを取り扱う設備からは，

より大きなノイズ障害が発生し得ると考えられる．

先行実験では，提案法として PV モジュール裏面

にアルミニウム薄板(以下，アルミ薄板)を設置する

ことで，ノイズの抑制効果を確認した[3]． 

 本稿では，提案法に対するコストの削減を目的

として，アルミニウム製のメッシュ板を用いた場

合におけるノイズの抑制効果を確認する．加えて，

メッシュ板の寸法・密度と，その差異に対する抑制

率の相関について考察する．なお，本実験では磁界

の強さを電磁ノイズ抑制の評価指標としており，

均一に穴の空いた金属薄板をメッシュ板として定

義している． 

２．使用するメッシュ板の寸法および実験方法 

 表 1 は，使用するメッシュ板の各寸法を示す．

本実験では，アルミ薄板に等間隔の穴を空けた 4

種類のメッシュ板と，アルミ薄板の計 5 種類を PV

モジュール裏面に設置する．各メッシュ板は穴の

数を約 300点ずつ単調増加させたものを用意した．

ここで，図 1(a)は 250 W 級 PV モジュールの裏面

における各板の設置イメージを示す．また，図 1(b)

は同 PV モジュールの表面イメージ，および測定

点を示す．左から 10 面並ぶ各 PV セル間を 1～9

列，上から各バスバーと PV セル間を計 11 行 a～k

行，中央の PV セル間を X 行として，同様に下か

ら 11 行を A～K 行と定義する．測定点は横方向 9

列と，縦方向 23 行の座標交点 207 点とし，HIOKI

社製の磁界測定器“FT3470”を用いて PV モジュー

ル直上における磁界の強さを測定する．全測定は

日射量が一定の状態で行い，各板を設置した区画

と，何も設置しなかった区画の 6 パターンにおい

て比較・考察する． 

表 1 使用するメッシュ板の寸法 

Type 
Number of 

Holes 

Density 

[g/cm3] 

Mesh 1 1201 1.78 

Mesh 2 925 1.91 

Mesh 3 613 2.17 

Mesh 4 313 2.37 

Aluminum 

Sheet 
0 2.57 

Dimensions : 450×450 mm2 / Thickness : 0.5 mm 
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３．メッシュ板設置によるノイズ抑制効果 

 図 2 は PV モジュール直上における磁界の強さ

の測定結果を示す．(a)は等高線グラフ， (b)は各パ

ターンにおける行平均を横軸にとった折れ線グラ

フである．等高線グラフは，PV モジュールの表面

イメージ上に重ね，測定点と値が一致するように

縮尺を調整している．(a)より，メッシュ板やアル

ミ薄板を設置した区画は，何も設置しなかった区

画と比較して明確に磁界が弱くなっている．(b)よ

り，メッシュ 3・4 やアルミ薄板を見るといずれも

全体を通しておおよそ等しい値が得られており，

K 行以外において比較的磁界は弱い．すなわち抑

制効果は高い結果となった．対して，メッシュ 1・

2 では，抑制効果こそ確認できたが，先に取り上げ

た 3 種類と比較すると若干ながら磁界は強い結果

となった．ここで，メッシュ板の境界であり，デー

タの信頼度が低いように見られる k・X・K 行を除

外し，空間ノイズ：0.055 A/m を考慮して抑制率を

計算すると，抑制率はメッシュ 1：57.7 %，2：64.9 %，

3：71.4 %，4：73.1 %，アルミ薄板：75.7 %となり，

 

(a)メッシュ板の設置イメージ 

 

(b)測定点イメージ 

図 1 PV モジュールの(a)裏面(b)表面イメージ 

メッシュ板の穴の数と抑制率の間には線形的な相

関があることが示唆された． 

４．結言 

 本稿では，各メッシュ板を用いた場合における

PV モジュールのノイズ抑制効果を確認し，メッシ

ュ板の寸法と抑制率の相関について考察した．結

果から，メッシュ板の穴が少なくなるほど抑制率

は高くなる反比例の関係にあることが示唆された． 
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(a)PV モジュール直上における磁界の強さ 

 

(b)行毎に平均した各磁界の強さ 

図 2 メッシュ板設置によるノイズ抑制効果 
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